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P 2 物価高騰対策、学校給食費補助など
　　　　令和４年度一般会計補正予算決まる
P 5 常任委員会審査報告…委員長報告
P 8 そこが聞きたい…一般質問
　　　　２議員が町政を質す
P10 議会日誌
P11 国会要請行動
P12 ひと…商工会青年部部長 伊藤慶輔さん
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　専決処分　
〇氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　　国民健康保険税の課税限度額が63万円から
65万円に引き上げられました。また、後期高
齢者支援金の限度額が19万円から20万円に引
き上げられました。
〇氷川町税条例等の一部を改正する条例
　　地方税法の改正に伴い、町税の改正が行われ
ました。
〇令和3年度氷川町一般会計補正予算（第11号）
　　歳入歳出それぞれ1480万円を追加し、予算
の総額を74億8684万円とするものです。

主な歳出予算

●総務費
　森林環境譲与税基金積立金 142万円
　ふるさと氷川応援基金積立金 1329万円
〇令和4年度氷川町一般会計補正予算（第1号）
　　歳入歳出それぞれ3072万円を追加し、予算
の総額を68億7234万円とするものです。

主な歳出予算

●総務費
　ウクライナ避難民支援義援金 50万円
●衛生費
　コロナウイルスワクチン4回目接種関係費用
  3022万円

　条例の一部改正　
〇氷川町におけるあらゆる差別をなくすことをめ
ざす条例の一部を改正する条例

　　部落差別の解消の推進に関する法律、その他
差別の解消を目的とした法令の趣旨を踏まえ、
本町においてもあらゆる差別に関する相談体制
の充実を図る。

○氷川町介護保険条例の一部を改正する条例
　　新型コロナウイルス感染症の影響により収入
が減少したこと等に伴い、介護保険料の減免措
置の期間が延長されたため。

　補正予算　
〇令和4年度氷川町一般会計補正予算（第２号）
　　歳入歳出それぞれ1億2500万円を追加し、
予算の総額を69億9 734万円とするものです。

主な歳出予算

●総務費
　一般コミュニティ助成事業助成金 200万円
　情報システムの標準化、共通化対応業務委託料
 93万円
●企画費
　全国過疎地域連盟会費 4万円

●民生費
　子育て世帯生活支援特別給付金関係費用
 1097万円

●農林水産業費
　強い農業づくり総合支援交付金事業補助金
 3650万円
　攻めの園芸生産対策事業補助金 48万円
　新規就農者総合対策事業（経営開始資金）補助金
 225万円

●商工費
　営業時間短縮要請協力金事業負担金 725万円
　竜北公園修繕費 94万円

●土木費
　通学路緊急対策工事 300万円
　道路新設改良費 4700万円
　（町道北川反甫北鹿野線、町道河原鹿島西網道線）
　公有財産購入費（道路改良工事関連） 111万円
　電柱移設補償金等 981万円

●教育費
　植栽等管理委託料 58万円
　地区集会所施設等建築費補助金 90万円

　工事請負契約の締結　
●氷川町竜北西部学童保育所建設整備工事
　契約の方法　　　条件付一般競争入札
　契約金額　　　　1億2100万円（消費税含む）
　契約の相手方　　株式会社　上村工業

○令和4年度氷川町一般会計補正予算（第３号）
　　歳入歳出それぞれ5553万円を追加し、予算
の総額70億5287万円とするものです。

主な歳出予算

●民生費
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別交付金シ
ステム改修委託料 104万円

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
 3000万円

●農林水産業費
　施設園芸燃油価格高騰対策支援事業費補助金
 1396万円
　工芸作物燃油価格高騰対策支援事業費補助金
 502万円

●教育費
　学校給食費補助金（5校分） 515万円

○令和4年度氷川町国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）
　　歳入歳出それぞれ100万円を追加し、予算の
総額18億6187万円とするものです。

主な歳出予算

●保険給付費
　傷病手当金負担金 100万円

コロナ対策強化 ･子育て世帯生活支援 ･学校給食費へ補助金
令和4年

6月議会

議会の権限に属する事項について、町村
長が議会に代わって意思決定を行うこと。
専決処分をすれば、議会が議決したのと
全く同じ法律効果を発生する。

　専決処分ができるのは、法第179条の規定で、1）
議会が成立しないとき　2）会議を開くことが出来な
いとき　3）議会を招集する時間的余裕がないことが
明らかであると認めるとき　4）議会が議決すべき事
件を議決しないとき
　町村長が専決処分をした場合は、次の会議において
報告をし、承認を求めなければならない。

竜北西部学童保育所建設工事はじまる
令和４年度　氷川町一般会計補正予算 (第1･2･3号 ) 2億1,125万円 決まる

専決処分
とは

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
藤
本
町
長
か
ら
、
古
閑
賢
治
氏
、

尾
下
眞
奈
美
氏
を
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
い
と
、

議
会
に
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
慎
重
に
審
議
し
、
全
会
一
致
で

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

氏 

名
　
古
閑
　
賢
治 

氏

住 

所
　
氷
川
町
大
野

氏 

名
　
尾
下
眞
奈
美 

氏

住 

所
　
氷
川
町
鹿
島

役場庁舎に掲げられたウクライナ国旗

次
の
ペ
ー
ジ
は　

補
正
予
算
で
決
ま
っ
た
主
な
事
業
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安全祈願祭　米村議会議長

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
出
さ
れ
た
、
主
な
質
疑
を
紹

介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

吉
川
委
員　

町
民
税
の
改
正
点
で
住
所

に
変
わ
る
事
項
と
あ
る
が
何
で
す
か
。

税
務
課
長　

住
所
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、

生
命
、
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
影
響
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
影
響
が
あ

る
こ
と
を
想
定
し
て
、
住
所
に
変
わ
る
も

の
を
記
載
し
交
付
す
る
も
の
で
す
。

吉
川
委
員　

町
民
税
の
減
税
で
、
認
可

地
縁
団
体
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
は

ど
ん
な
団
体
か
。

税
務
課
長　

地
区
公
民
館
等
を
登
録
で

き
る
地
区
の
こ
と
で
、
自
治
会
、
町
内
会

な
ど
で
す
。
ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
は
氷
川
町
で
は
１
団
体
あ
り
ま
す
。

吉
川
委
員　

温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
の

優
良
住
宅
に
係
る
税
の
特
例
措
置
の
２
年

延
長
が
あ
る
と
思
う
が
。

長
尾
委
員　

新
築
の
認
定
長
期
優
良
住

宅
は
認
定
さ
れ
れ
ば
税
の
優
遇
措
置
が
あ

る
の
で
そ
の
辺
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

税
務
課
長　

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
不

動
産
取
得
税
に
つ
い
て
課
税
標
準
額
の
特

例
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

清
田
委
員　

固
定
資
産
税
の
特
例
で
、

商
業
地
等
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
氷
川
町

内
で
こ
れ
に
該
当
す
る
地
区
は
あ
る
の
か
。

税
務
課
長　

宮
原
地
区
の
中
心
市
街
地

等
が
該
当
し
ま
す
。

〇
令
和
3
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

吉
川
委
員　

ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
基
金

の
積
立
金
は
現
在
い
く
ら
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

２
億
９
７
２
０
万
円
程

度
と
な
り
ま
す
。

〇
令
和
4
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

吉
川
委
員　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
し
て

役
場
玄
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
義
援
金
の

取
扱
い
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

救
助
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

片
山
委
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
２

０
０
万
円
の
内
訳
は
。

地
域
振
興
課
長
補
佐　

一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
県
を
通
じ
て
行
う
助

成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
に
な
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
若
洲
地
区
か
ら
申
請
が
あ
り

今
年
４
月
に
県
か
ら
助
成
の
決
定
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
今
回
予
算
に
計
上
し
て
あ

り
ま
す
。

　

内
容
は
、
若
洲
地
区
が
行
事
を
実
施
さ

れ
る
と
き
の
、
夏
場
の
熱
中
症
対
策
や
多

目
的
に
活
用
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
響

セ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
費
で
、
助
成
額
は
２

０
０
万
円
で
す
。

木
下
委
員
長　

宝
く
じ
助
成
金
２
０
０

万
円
は
、
毎
年
申
請
す
れ
ば
、
助
成
金
が

あ
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長
補
佐　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
図
る
た
め
の
目
的
と
す
る
も
の

で
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

事
業
費
は
、
お
お
よ
そ
１
０
０
万
円
か

ら
２
５
０
万
円
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

三
浦
委
員　

92
万
円
、
情
報
シ
ス
テ
ム

標
準
化
、
共
通
業
務
委
託
料
は
ど
こ
に
委

託
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

町
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の

ベ
ン
ダ
ー
で
Ｒ
Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
に
委
託
す
る
予

定
で
す
。
役
場
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
が
Ｒ

Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
で
構
築
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
の
ほ
う
と
の
委
託
に
な
り
ま
す
。

長
尾
委
員　

地
区
集
会
所
施
設
等
建
築

費
補
助
金
に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
課
長　
地
区
の
公
民
館
施
設
に

対
し
て
修
繕
が
必
要
な
場
合
、
２
分
の
１

の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。
西
上
宮
地
区

公
民
館
の
ト
イ
レ
改
修
で
申
請
さ
れ
て
い

ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
木
下
　
厚

若洲公園

総務文教常任委員会（議案審査）

町道北鹿野鹿島線

町道旧国道2号線（宮原振興局前）

補正予算で決まった
主な事業

　町は、令和2年度から竜北西部学童保育所建設整備を進めてきました。学童保育所建設開始を前に
「安全祈願祭」が7月4日午前10時から建設現地で開催されました。
　祈願祭には、藤本町長をはじめ、太田教育長、服部竜北西部小学校長他学校関係者、平岡英輔様他
ペルー共和国関係者の方々。議会から、米村洋議長、片山裕治副議長、西尾正剛産業建設厚生常任委
員長が出席しました。

竜北西部学童保育所建設はじまる

通
学
路
緊
急
対
策
工
事

町道整備工事

町道河原鹿島西網道線道路改良工事町道北川反甫北鹿野線道路改良工事

学童保育所建設現地（学校西側）

次
の
ペ
ー
ジ
は　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

農
業
振
興
課
長　

個
人
が
主
に
な
る
が
、

条
件
を
満
た
せ
ば
法
人
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

飯
田
委
員　

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整

備
交
付
金
は
ど
う
い
う
事
業
に
充
当
す
る

の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

こ
の
交
付
金
は
道

路
の
整
備
に
使
い
ま
す
。
今
回
は
歩
道
整

備
と
舗
装
補
修
で
、
町
道
北
川
反
甫
北
鹿

野
線
、
町
道
河
原
鹿
島
西
網
道
線
、
町
道

吉
本
本
山
線
分
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

西
尾
委
員　

営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力

金
事
業
負
担
金
は
ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

地
域
振
興
課
長
補
佐　

時
短
営
業
に
協
力

し
た
町
内
28
店
舗
へ
の
支
給
金
で
、
給
付

額
の
10
分
の
９
を
県
が
負
担
し
、
残
り
10

分
の
１
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

米
村
委
員　

道
路
新
設
改
良
費
の
立
木

補
償
７
０
０
万
円
の
積
算
根
拠
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

高
木
約
１
３
０
本
、

つ
つ
じ
な
ど
の
株
物
約
60
株
。
そ
れ
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
一
部
な
ど
も
含
め
た
補
償
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

米
村
委
員　

農
業
生
産
者
の
燃
料
価
格

の
高
騰
対
策
で
、
１
ℓ
当
た
り
５
円
の
補

助
予
算
で
あ
る
が
、
調
査
な
り
意
見
交
換

会
を
し
な
が
ら
地
域
を
よ
く
回
っ
て
円
滑

な
農
業
経
営
が
で
き
て
い
る
か
注
意
し
て

ほ
し
い
。

飯
田
委
員　

飼
料
や
堆
肥
購
入
に
対
す

る
支
援
は
な
い
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

県
の
計
画
で
、
肥
料

の
掛
か
り
増
し
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助

す
る
事
業
を
６
月
の
県
議
会
で
提
案
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
町
で
も
検
討
し
た
い
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、

採
決
の
結
果
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

西
尾
委
員
長　

国
保
税
の
基
礎
課
税
額

の
限
度
額
が
63
万
円
か
ら
65
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
課
税
額
が
19
万
円
か
ら

20
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
氷
川
町
で

の
対
象
世
帯
数
は
。

町
民
課
長　

概
ね
70
世
帯
が
対
象
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
氷
川
町
一
般
会
計

 

補
正
予
算
（
第
11
号
）

西
尾
委
員
長　

前
年
度
繰
越
金
１
４
１
万

３
千
円
が
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
る
が
、
２
年
後
は
、
国
民
一
人

当
た
り
千
円
の
森
林
環
境
税
を
納
税
す
る

こ
と
に
な
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
は
基
金

に
積
み
立
て
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に

森
林
整
備
費
に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

基
金
条
例
に
基
づ
き

活
用
し
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計

 
補
正
予
算
（
第
１
号
）

上
田
俊
孝
委
員　

八
代
市
で
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
が
か
な
り
余
っ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
た
。
氷
川
町
の
状
況
は
ど
う
な
の

か
。

町
民
課
長　

今
の
と
こ
ろ
大
量
の
廃
棄

は
あ
り
ま
せ
ん
。

飯
田
委
員　

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
に
関
し

て
は
、
全
て
国
と
い
う
事
で
い
い
の
か
。

町
民
課
長　

全
て
国
か
ら
の
補
助
金
で
す
。

西
尾
委
員
長　

４
回
目
の
接
種
は
５
ヵ

月
経
過
し
た
人
に
順
次
通
知
が
い
く
の
か
。

町
民
課
長　

到
来
し
た
方
に
順
次
発
送

し
ま
す
。

米
村
委
員　

委
託
案
件
の
４
件
の
内
容
は
。

町
民
課
長　

健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団

接
種
委
託
費
、
町
内
の
４
ヵ
所
の
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
委
託
費
、
健
康
セ
ン

タ
ー
の
専
用
冷
凍
庫
で
管
理
し
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
を
町
内
の
個
別
接
種
機
関
に
配
達

す
る
委
託
費
、
４
回
目
の
接
種
対
象
者
へ

の
通
知
発
送
を
行
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計

 

補
正
予
算
（
第
２
号
）

松
田
委
員　

農
業
水
産
業
費
県
補
助
金
、

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
３
６

４
９
万
２
千
円
の
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

産
地
の
収
益
力
強
化

と
、
担
い
手
の
経
営
発
展
を
目
的
に
補
助

さ
れ
る
交
付
金
で
す
。
施
設
な
ど
支
援
タ

イ
プ
で
今
回
手
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

苺
農
家
で
す
。
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス

２
棟
の
整
備
で
総
事
業
費
が
７
２
９
８
万

５
千
円
、
そ
の
２
分
の
１
の
額
が
交
付
金

で
す
。

米
村
委
員　

新
規
就
農
者
総
合
対
策
事

業
補
助
金
が
組
ま
れ
た
が
、
事
業
の
内
容

は
。

農
業
振
興
課
長　

新
規
就
農
者
の
支
援

と
し
て
国
の
農
業
次
世
代
投
資
事
業
を
活

用
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
内
容

が
変
わ
り
、
農
機
具
や
施
設
の
整
備
に
も

支
援
を
行
う
事
業
で
す
。
今
回
提
案
し
て

い
る
の
は
、
経
営
開
始
資
金
支
援
金
で
月

12
万
５
千
円
。
年
額
１
５
０
万
円
で
最
長

３
年
間
の
補
助
で
す
。

米
村
委
員　

農
業
に
関
す
る
機
械
等
導

入
の
補
助
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

新
規
就
農
す
る
た
め

の
初
期
投
資
と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ハ

ウ
ス
な
ど
の
導
入
経
費
に
対
し
て
上
限
１

０
０
０
万
円
ま
で
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
経
費
の
４
分
の
１
は
自
己

負
担
で
す
。

米
村
委
員　

負
担
分
の
自
己
資
金
が
無

い
場
合
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

青
年
等
就
農
資
金
と

い
う
無
利
子
の
融
資
が
あ
り
ま
す
。

上
田
健
一
委
員　

農
家
の
後
継
ぎ
で
は

な
い
者
が
、
他
人
の
土
地
を
借
り
て
就
農

す
る
の
も
新
規
就
農
者
と
な
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

可
能
で
す
。
45
歳
ま
で

と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。
新
規
就

農
計
画
書
を
町
に
提
出
し
て
頂
き
、
町
の

基
本
構
想
に
基
づ
い
て
町
が
認
定
し
ま
す
。

飯
田
委
員　

農
業
法
人
で
、
外
部
の
別

業
種
か
ら
新
規
参
入
す
る
場
合
も
新
規
就

農
者
に
な
る
の
か
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
西
尾
正
剛

令和4年6月議会　主な議案に対する各議員の賛否
議員名

議案名

飯
田
　
健
二

西
尾
　
正
剛

木
下
　
　
厚

清
田
　
一
敏

長
尾
憲
二
郎

吉
川
　
義
雄

上
田
　
俊
孝

三
浦
　
賢
治

上
田
　
健
一

松
田
　
達
之

片
山
　
裕
治

米
村
　
　
洋

専決処分　氷川町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分　氷川町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分　令和3年度氷川町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分　令和4年度氷川町一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町におけるあらゆる差別をなくすことをめざす条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和4年度氷川町一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和4年度氷川町一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人権擁護委員候補者の推薦　古閑賢治氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人権擁護委員候補者の推薦　尾下眞奈美氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和4年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○　賛成　　●　反対　　－　賛否表明なし　（議長は裁決に加わらない）

産業建設厚生常任委員会（議案審査）

イチゴハウス

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

議
会
活
動
日
誌

一般質問

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

原
油
高
騰
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
さ
ら
に
円
安
の
影

響
で
物
価
が
急
上
昇
し
学
校
給

食
用
食
材
等
が
高
騰
、
そ
の
結
果

給
食
費
引
上
げ
す
る
と
こ
ろ
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
本
町
の
給
食

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

食
材
の
高
騰
を
受
け
食
材
の
高

騰
分
や
関
連
経
費
を
補
助
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
給
食
費
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

食
材
の
高
騰
な
ど
常
に
動
向
を

見
な
が
ら
運
営
し
て
い
る

学
校
教
育
課
長　

学
校
給
食
費

は
平
成
26
年
度
に
改
定
以
来
、
据

え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

か
ら
１
食
あ
た
り
、
23
円
の
値
上

げ
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

様
々
な
要
因
で
、
コ
ス
ト
増
加
と

食
材
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
常

に
動
向
を
見
な
が
ら
運
営
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

給
食
費
の
負
担
軽
減
を

議
員　

文
部
科
学
省
は
物
価
上

昇
に
伴
う
家
庭
支
援
策
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
交
付
金
を
使
っ
て
学
校
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
自
治
体
に
要
請
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生

交
付
金
の
活
用
事
例
と
し
て
物
価

高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
に
関
す
る

負
担
軽
減
を
行
う
事
業
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
物
価
高

騰
に
よ
る
負
担
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
今
回
予
算
措
置
し
た

町
長　

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校

給
食
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
今
回
予
算
化
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
補
助
の
仕
方
は
自
治

体
で
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
保

護
者
の
負
担
を
増
や
さ
ず
学
校
給

食
の
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
の
対

応
が
よ
い
の
で
は
と
思
い
、
補
助

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

団
員
報
酬
は
団
員
へ
直
接
支
給
を

議
員　

総
務
省
消
防
庁
は
、
消

防
団
員
の
減
少
を
受
け
、
全
国
の

消
防
団
の
実
態
調
査
を
行
い
、
処

遇
改
善
を
決
め
ま
し
た
。
氷
川
町

も
、
団
員
の
報
酬
、
出
動
報
酬
の

条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
団

員
の
報
酬
支
給
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
ま
し
た
か
。

支
給
方
法
は
消
防
団
と
協
議
す
る

総
務
課
長　

令
和
４
年
４
月
か

ら
国
か
ら
示
さ
れ
た
消
防
団
員
の

標
準
報
酬
額
（
団
員
年
額
３
万
６

５
０
０
円
）ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

報
酬
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
各

分
団
長
、
副
分
団
長
を
通
じ
て
団

員
へ
支
給
し
て
い
ま
す
。
国
の
通

知
で
は
、
団
員
個
人
へ
の
直
接
支

給
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
支
給
方
法
に
つ

い
て
消
防
団
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

女
性
消
防
団
員
の
組
織
化
は

議
員　

地
域
防
災
力
の
中
心
で

あ
る
消
防
団
の
組
織
強
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
、

県
内
で
も
女
性
消
防
団
員
の
加
入

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
女
性
消
防

団
員
組
織
化
の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

消
防
団
の
強
化
は

全
国
的
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
女

性
消
防
団
員
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

は
女
性
消
防
団
員
の
割
合
が
、

３
・
４
％
。
熊
本
県
内
に
お
い
て

は
、
２
・
９
％
で
す
。

　

地
域
防
災
力
の
中
心
と
な
る
消

防
団
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に

は
、
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
組
織
化
に
つ

い
て
は
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉川 義雄
議員

Ｑ：給食費の保護者負担軽減を

Ａ：学校給食への影響を最小限に
　　抑えるため予算措置をした

そ
こ
が
　
き
た
い

聞一般
質
問

議
員　

過
疎
と
は
、
人
口
が
急

激
か
つ
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、

地
域
社
会
の
機
能
が
低
下
し
、
住

民
が
一
定
の
生
活
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
状
態
で

す
。
本
町
も
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
な
ど
が
原
因
で
こ
の
ま
ま
過

疎
化
が
進
む
と
、
生
活
道
路
、
農

業
用
水
な
ど
の
地
域
資
本
の
管
理
、

農
業
従
事
者
の
互
助
機
能
も
、
冠

婚
葬
祭
、
消
防
団
な
ど
の
地
域
社

会
の
機
能
の
低
下
、
公
共
交
通
網

の
崩
壊
、
路
線
バ
ス
の
減
便
、
撤

退
、
商
工
業
の
衰
退
、
医
療
機
関

の
消
滅
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
な

ど
、
社
会
資
本
の
喪
失
が
同
時
に

進
行
し
、
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
や

鳥
獣
害
に
よ
る
農
業
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。

過
疎
化
に
指
定
さ
れ
た
本
町
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
？

企
画
財
政
課
長　

人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
社
会
が
、
進
ん
で
い

る
状
況
で
、
住
民
生
活
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
発
生
や
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
担
い
手
不

足
な
ど
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
、
氷
川
町
全
体
に
大

き
く
影
響
す
る
と
考
え
ま
す
。

議
員　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
本
町
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
発

展
さ
せ
る
の
か
？

企
画
財
政
課
長　

国
は
、
新
過

疎
法
に
お
い
て
、
過
疎
地
域
の
役

割
の
重
要
性
を
認
識
し
、
過
疎
事

業
対
策
債
、
国
庫
補
助
率
の
か
さ

上
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
支

援
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
計
画
期

間
を
令
和
７
年
度
ま
で
の
４
年
間

と
し
ま
す
。
既
に
、
総
合
振
興
計

画
や
、
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦

略
に
お
い
て
も
、
移
住
定
住
促
進

事
業
や
地
域
産
業
振
興
、
子
育
て

支
援
事
業
、
教
育
振
興
、
災
害
対

策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計

画
に
基
づ
く
、
支
援
措
置
の
あ
る

過
疎
対
策
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い
、

氷
川
町
に
住
み
た
い
と
思
う
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。

議
員　

過
疎
に
対
す
る
国
か
ら

の
様
々
な
支
援
措
置
の
優
位
性
を

活
か
す
事
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
農
業
用
地
の
集
約
、
水
利
、

土
壌
の
問
題
等
あ
る
農
地
の
買
収

か
ら
宅
地
、
商
工
業
用
地
へ
の
転

換
に
よ
る
移
住
定
住
の
促
進
、
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
等
を

図
る
為
に
、
氷
川
町
の
現
状
と
課

題
を
町
民
と
よ
り
１
歩
踏
み
込
ん

で
共
有
し
、
本
当
に
協
働
し
て
過

疎
化
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長　

氷
川
町
が
過
疎
指
定
を

受
け
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
で
あ

り
ま
す
。
一
方
で
は
財
政
的
に
優

位
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
で
財

政
面
で
は
助
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
少
子
高
齢
化
が
人

口
減
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
そ
の

少
子
高
齢
化
に
ど
の
よ
う
な
手
立

て
が
で
き
る
の
か
。
基
幹
産
業
の

農
業
所
得
の
確
保
の
手
立
て
と
し

て
地
区
別
、
作
物
別
で
農
業
法
人

化
し
地
域
で
農
地
を
管
理
し
、
所

得
を
分
配
し
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が

成
り
立
つ
の
が
理
想
で
す
が
、
農

家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
あ
り
、

一
緒
に
纏
ま
っ
て
や
ろ
う
と
い
う

の
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
目
指
し
て

担
当
課
で
一
生
懸
命
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
の
課
題
を

一
つ
一
つ
解
決
す
る
事
で
人
口
減

少
を
止
め
る
目
標
と
、
人
口
減
少

は
7
0
0
0
人
、
8
0
0
0
人
ま

で
至
る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
、

そ
の
中
で
氷
川
町
を
経
営
す
る
為

に
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う

大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。

飯田 健二
議員

Ｑ：氷川町の現状と課題を町民と更に共有
　　協働で過疎を止める
Ａ：本町の課題を１つ１つ解決。人口減少
　　の覚悟を持って氷川町を経営する

消
防
団
の
組
織
強
化
を消

防
資
料

　

熊
本
県
内
45
市
町
村
の
内
、

女
性
消
防
団
員
が
い
な
い
町

村
は
、
6
町
村
（
氷
川
町
を

含
む
）
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主な議会活動日誌

月日 行事内容
4月19日 氷川町体育協会評議員会・八代郡体育協会総会
4月21日 熊本県町村議会議長会県当局へ要望活動
4月21日 氷川町子ども会育成連絡協議会総会
4月22日 氷川町商工会青年部通常総会
4月25日 議会運営委員会
5月  7日 氷川町婦人会総会
5月  9日 氷川町環境美化推進連絡協議会
5月10日 監査（例月現金出納検査）
5月13日 熊本県町村議会議長会理事会
5月13日 氷川町老人クラブ連合会総会

5月16～23日 監査（備品監査）
5月18日 議会運営委員会
5月25日 氷川町商工会通常総会
5月26日 氷川町梨マラソン大会運営委員会
5月27日 氷川町人権啓発推進協議会総会
5月27日 氷川町青少年育成町民会議総会
5月27日 氷川町生活安全推進協議会
5月30日 全国町村議会議長会正副議長研修会
5月31日 熊本県町村議会議長会県関係国会議員への要望活動
6月  1日 議会運営委員会
6月  3日 氷川町防災会議・水防会議
6月6～7日 氷川町・氷川町議会政府要望活動
6月  8日 八代地区防犯協会連合会評議員会
6月  9日 氷川町社会福祉協議会理事会
6月10日 八代地区防犯協会評議員会
6月10日 監査（例月現金出納検査）

6月13～17日 氷川町議会6月定例会
6月20～24日 監査　（補助金監査）
6月24日～ 議会広報調査特別委員会（議会だより№43編集）
6月30日 氷川町ふれあい大学開講式
7月  4日 竜北西部学童保育所建設整備工事安全祈願祭
7月  8日 長崎県東彼杵郡監査委員会協議会視察研修対応
7月11日 氷川町青少年育成町民会議理事、補導員合同会議
7月11日 監査（例月現金出納検査）
7月12日 熊本県町村議会議長会理事・郡事務局長合同会議（監査）
7月14日 水難事故防止祈願祭（川開き）
7月19日 熊本県町村議会議長会監査委員研修・臨時総会
7月27日 熊本県町村議会議長会常任委員長・議会運営委員長研修

竜北西部学童保育所建設安全祈願祭

全国町村議会議長会正副議長研修会

水難事故防止祈願祭（立神峡）

監査（決算監査）

　議長・議員は、議会以外にも多種多様な行事に出席しています。
4月～7月に各議員が出席した行事（一部）を紹介します。

藤本一臣町長・米村洋議長・議会議員で

氷川町「要望書」を金子恭之総務大臣に届けてきました
　

令
和
４
年
６
月
７
日
、
藤
本
一
臣
町
長
、
米
村
洋
議
長
、
議
会
議
員

が
揃
っ
て
金
子
恭
之
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
氷
川
町
か
ら
の
要
望

書
を
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

　

金
子
総
務
大
臣
訪
問
前
に
、
参
議
院
議
員
会
館
で
熊
本
県
内
選
出
の

国
会
議
員
、
関
係
国
会
議
員
の
議
員
室
に
出
向
き
、
各
議
員
へ
氷
川
町

の
要
望
書
を
直
接
手
渡
し
、
要
望
実
現
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

金子恭之総務大臣室で氷川町の要望事項を
説明する町長・議長・議会議員

　
　

要
望
書　

熊
本
県
氷
川
町

要
望
事
項

Ⅰ　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
完
全
無
償
化
他

Ⅱ　

熊
本
県
八
代
地
域
の
施
設
園
芸
に
お
け
る

　
　

燃
油
高
騰
に
つ
い
て

　

○ 

燃
油
高
騰
対
策
、
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
構
築
事
業
に
お
け
る
国
の
積
立
割
合
の
増
額
、

農
業
者
の
負
担
軽
減
他

Ⅲ　

農
村
農
業
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

○ 

淡
水
防
除
事
業
の
推
進

　

○ 

海
岸
堤
防
の
強
化

令
和
４
年
６
月
６
日　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
八
代
郡
氷
川
町
長　
　
　

熊
本
県
八
代
郡
氷
川
町
議
会
議
長

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ひ
と
・
編
集
後
記



　

今
年
は
、
梅
雨
の
期
間
が
短
く
、
６
月
27
日
に
梅
雨
が
明

け
ま
し
た
。
い
き
な
り
夏
場
の
猛
暑
が
到
来
し
た
為
、
少
雨

と
熱
中
症
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
再
来
し
、
急
激
に
増
加
と
な
り
、
氷
川
町
で
も
子
ど
も
た

ち
の
感
染
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
暑
さ
の
中
で
も
マ
ス
ク

を
し
て
通
学
し
て
い
ま
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
新
聞
に
近
年
小
中
学
校
に
て
、
不
登
校

の
生
徒
が
増
え
て
い
る
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
休

校
に
な
り
学
校
に
行
き
た
く
な
く
な
る
よ
う
で
す
。
学
校
の

先
生
や
身
近
な
親
御
様
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
や
さ
し
い
言

葉
で
励
ま
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
コ
ロ
ナ
が
一
日
も
早
く
お
さ
ま
り
ま
す
よ
う
」

 

（
長
尾
憲
二
郎
）

発
行
責
任
者　

米
村　
　

洋

委
員
長　
　
　

吉
川　

義
雄

副
委
員
長　
　

長
尾
憲
二
郎

委
員　
　
　
　

片
山　

裕
治

委
員　
　
　
　

飯
田　

健
二

編
集
後
記

ひ
と

商工会青年部活動を通して
氷川町の魅力を発信します～絆～

問　商工会青年部の活動を教えて下さい。
答　 氷川町を盛り上げる為に、納涼祭や、各種町の祭り等で
ブースを作り出店していますが、さらに青年部が主体と
なって、氷川町の魅力を町外の方に発信して、氷川町に移
住定住してもらえるようにとボタニカルマーケットを企
画・運営しています。

問　ボタニカルマーケットを開催し大盛況でしたがどのような想いで企画が生まれたのでしょうか？
答　テーマが「何もない町ですが、そこにしかない風景があります。」としています。
　　私たちの町には、大きなショッピングモールも無ければ駅もありません。商工業も年々減少傾向
にありますが、しかし「氷川町は何もない」とネガティヴに捉えるのではなく、観光資源は元よ
り、もう一度氷川町の歴史、文化、町政を調べ直してみようと、部員皆んなで取り組んでみまし
た。すると様々なこの町独自の宝があることに気づきました。その宝こそが、この町の人々、何
気ない日常の風景、青年部員同士の絆、子育て、手厚い福祉が充実した町政。この素晴らしい宝
を町外の方に発信することで少しでも氷川町に興味や関心を持ってもらい、移住定住のきっかけ
になればと願い生まれたイベントです。

問　商工会青年部部長としてこれからの展望は？
答　ひかわボタニカルマーケットを通しての移住・定住のきっかけ作りはもちろんですが、私が20
代の時にカナダやオーストラリアに留学した経験を活かして氷川町の若い人たちと、海外の若い
人たちで国際交流を行い、グローバルな視野を培うきっかけを作ることができればと思っていま
す。また今年は、全国商工会青年部全国大会が熊本の地で開催されますので、青年部の仲間たち
と知り合い、学ぶ機会がありますので、全国各地と氷川町が繋がるきっかけになるように頑張ろ
うと思っています。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
例

年
行
っ
て
い
た
国
会
要
望
活
動
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
令
和
４
年
６
月
議
会
定
例
会
の
直
前
に
国
会
要
望
を
行

う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
金
子
総
務
大
臣
に
直
接
会
っ
て
、
氷
川
町
の
要
望

書
を
手
渡
し
、
要
望
の
実
現
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
11
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

昭和59年3月生まれ　　氷川町立竜北中学校卒　　熊本県立氷川高校卒　　陸上自衛隊熊本北駐屯地
カナダ留学　　オーストラリア旅行代理店勤務　　現在　総合保険代理店ウインライフ熊本支店プロフィール

氷川町商工会青年部部長
　　伊藤慶輔さん
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